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関東、九州に 続き、関 西も梅雨入り しまし た。やはりア ジサイは 梅雨空のもと

傘を差しての 鑑賞が 映えるような 気がし ます。  

現在会員登録数 3,792 人さま。次号は７ 月 20 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  IICLO オンライン 講座Ⅰ「授業 に役立 つ！子どもの 文学５ つのレッスン 」  

第 ３ 回 「 あ ま ん き み こ を 読 み 直 す ① 「 白 い ぼ う し 」 と 「 名 前 を 見 て ち ょ う だ

い」」の配 信を開始 し ました。  

◎講師：宮川 健郎（ 当財団理事長 ）  

◎発展読書案 内：土 居安子（当財 団総括 専門員）  

◎視聴料： 1300 円   ◎対象：子 どもの 本に関心のあ る方な らどなたでも  

※お申し込み （ Peatix）→  https://iicloonline1-3.peatix.com 

◇全５回のう ち、第 １回と第３回 を配信 中です。内容 、詳細 は  ↓↓  

 http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#iicloonline1 

 

●オンライン 講座「 2021 年に出版された子 どもの本から 」  

2021 年に出版され た 子どもの本約 300 冊をテーマやジ ャンル 、年齢別に紹介

し、現在の子 どもの 本の傾向につ いて考 えます。（ 約３時間 ）  

◎講師：土居 安子（ 当財団総括専 門員）   ◎視聴料 ： 1000 円  

※お申し込み （ Peatix）→  https://2021kodomonohon.peatix.com 

 

●  新しい出版物の 販 売を開始しま した  

『報告集「しかけ絵 本 に驚く、楽しむ  イギリスの歴史か らはじ めて」』1430 円  

 2020 年に開催した 三宅興子さん の講演 会の報告集で す。  

『大阪国際児 童文学 振興財団研究 紀要』 第 35 号  1650 円  

 朱自強さん の第 18 回  国際グリム賞受 賞 記念講演録も 掲載さ れています。  

詳細は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/05_publication/index.html#hanbai 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 は 、 子 ど も の 文 化 を 振 興 し 、 子 ど も と 本 を つ な ぐ 活 動 を 充 実 さ せ る た

め に 活 動 し て い ま す 。 そ の 活 動 を よ り 充 実 さ せ る た め に 、 皆 さ ま か ら の ご 寄

付を継続的に 募って います。クレ ジットカ ードもご使用 可能で す。ぜひ、ご 協

力くださいま すよう お願いします 。  

https://iicloonline1-3.peatix.com/
http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#iicloonline1
https://2021kodomonohon.peatix.com/


年間１万円以 上のご 寄付でイイク ロちゃ んグッズをプ レゼン トしています 。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable →  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

 https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》  ふくろう庵 と きどき  ２  

***************************************************************** 

「今江祥智さ ん・上野 瞭さん・灰谷健 次郎さ ん」 三宅興子（当財 団特別顧問）  

 

日本児童文学 の歴史 を学び始めた 1960 年代、子どもの 文学と いうと「童話 」

の こ と で し た 。 明 治 時 代 か ら 雑 誌 も 含 め て 子 ど も の 本 は 、 盛 ん に 出 版 さ れ て

い ま し た が 、 幼 児 は 短 い 単 純 な も の し か 理 解 で き な い と い う 思 い 込 み が 続 い

ていましたか ら、石井 桃子さんの『ノ ンちゃ ん雲に乗る』1947、再版 1956 は、

と て も 新 鮮 で し た 。 そ ん な 状 況 下 で 、 日 本 の 創 作 児 童 文 学 作 家 に 作 品 刊 行 の

場 を 用 意 し た の が 小 宮 山 量 平 さ ん の 創 業 し た 理 論 社 で し た 。 そ し て 、 1970～

80 年代に続々と創作 作品を刊行し 、念願 の長編作品も 数多く 出版され、一 つ

の時代を創り ました。その中心にい たのが、今江祥智さん・上 野瞭 さん・灰谷

健次郎さんの ３人で した。  

 

３人は、関 西人ですが 、大阪・京都・神 戸と 育った土地が 異なり、ライバルで

あ り な が ら 、 そ れ ぞ れ の 作 品 を 評 価 し あ っ た 得 難 い 友 人 で も あ っ た と 思 い ま

す。３人が競い合 って 目指した「分厚く て重 い本」は、いまも読 み 継がれてい

ます。灰谷さ んの『 太陽の子』 1978 は、沖縄返還 50 年目の今 年 2022 年に改

めて評価され ていま す。  

 

長 編 の 児 童 文 学 作 品 を 出 版 す る と い う 日 本 児 童 文 学 の 歴 史 を 、 理 論 社 の 小 宮

山 さ ん と ３ 人 の 作 家 の 出 会 い が 作 り ま し た 。 ３ 人 と も に 、『 ぼ ん ぼ ん 』 1973、

『ひげよ、さら ば』1982、『兎の眼』1974 と、それぞれに、大 人か ら小学生ま

で 読 め る 「 分 厚 く て 重 い 本 」（ 理 論 社 の 大 長 編 シ リ ー ズ ） を 出 版 し た の で す 。

上野さんが 、『ひげよ 、さらば』を手にも って、 1140 グラム、 780 ページある

と自慢された のを覚 えています。  

 

＊不定期連載 の予定 です。  

 

***************************************************************** 

《２》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Satoko's Talk 

***************************************************************** 

『ハッピー・ クロー バー！』  高 田由紀 子 /作  ゆうこ /絵  あかね書房  

2022年 5月  対象年 齢 ：小学校中学 年以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団の特別専 門員の 小松聡子さん （Ｓ） です。  

＊作品の結末 まで書 かれています 。  

 

あらすじ：小 学４年 生のあおばは 、パパ が単身赴任で 、美容 師のママと二 人

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701/
https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


で暮らしてい る。あ る日、あおば の近所 に、ママの妹 の同級 生である知実

（ともみ）お ばさん の家族が引っ 越して くる。知実お ばさん には、あおば

と同級生の風 花（ふ うか）と６年 生の実 里（みのり） がいた 。実里はダウ

ン症のため、 同じ学 校のにじ組に 通うこ とになる。あ おばは ダウン症のこ

とを知らなか ったが 、実里と出会 うこと で、実里の魅 力を知 っていき、ま

た、妹の風花 の気持 ちにも気付い ていく 。  

 

Ｙ：主人公の あおば は、背が高く てサッ カーが大好き な少女 です。  

Ｓ ： そ ん な あ お ば に 、 マ マ は 「 こ れ 以 上 あ ん ま り 大 き く な り ま せ ん よ う に 。」

「女の子はか わいい 方が得なんだ からね 。」と言います 。この 物 語は、あお

ば が 実 里 ・ 風 花 姉 妹 と 出 会 っ た こ と に よ っ て 、 マ マ に ベ リ ー シ ョ ー ト の 髪

型 に し て ほ し い と 言 え る よ う に な る ま で が 描 か れ て い て 、 物 語 の 運 び が と

てもうまいと 思いま した。  

Ｙ：偏見は、ダウン症 の実里に対し てだけ でなく、身の まわりに あることがわ

かる仕掛けに なって います。  

Ｓ：そう、そして、あ おばも、実里に対 して 、ダンスが得意で ある ことに驚き、

勝手に運動は 得意じ ゃないと決め つけて いた自分に気 付きま す。  

Ｙ：この作品 には、あ おばのサッカ ー仲間 である大地と 西野が 登場して、作 品

にスパイスを 利かせ ています。大地は あお ばの高い身長 をから かいますが 、

実 は 大 地 自 身 は 背 が 低 い こ と で 悩 ん で お り 、 あ お ば を う ら や ま し い と 思 っ

ていたことが わかり ます。  

Ｓ：西野は、実里の書 いた文字のこ とをば かにし、風花 は西野に 怒りを爆発さ

せます。けれど、風 花 は、西野自身の悩 みを 知ることによ って、西 野の謝罪

を 受 け 入 れ ま す 。 そ し て 、 姉 を 守 ろ う と が ん ば っ て き た 風 花 が 、「 わ た し 、

……ちょっと みんな にバリアをは りすぎ てたかも」と 言うの です。  

Ｙ：あおば に気付きが あるように 、風花も 、大地も、西 野も、実 里 との経験を

通 し て 深 く 考 え た り 、 友 情 を 深 め た り で き る よ う に な っ て い る 点 が こ の 作

品の魅力だと 思って 読みました。  

Ｓ：もうひ とつの魅力 は、タイト ルにあるク ローバー。風花は、あ おばに、実

里を四つ葉の クロー バーにたとえ て説明 します。  

Ｙ：そして、最 後の場 面では、実里、風花 、あおばの３人 でクロ ーバーを摘ん

で遊びます。  

Ｓ：そ のとき、あお ば が他より大き くて、緑 色が濃くて、元気 な三 つ葉のクロ

ーバーを見つ けて、「 これ、なんだ かわた しみたい。四 つ葉の クローバーみ

たいに、特別じ ゃなく てもいい。他の クロー バーと、ちょっ とちが ってても

いいよね。わた しはこ のクローバー が好き」と思います。あ りのま まの自分

を 好 き だ と 自 分 で 自 分 を 肯 定 し た と こ ろ で 終 わ っ て い て 、 さ わ や か な 読 後

感が残りまし た。  

 

***************************************************************** 

《３》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 82 回  童話集『 注 文の多い料理 店』序  

 語りのオリ ジン (起 源 ) 

 

前回の「或る 農学生 の日誌」 (当メルマ ガ NO.141)には、こん な ところがあり

ま す 。 ― ― 「 ま だ 朝 の 風 は 冷 た い け れ ど も 学 校 へ の 上 り 口 の 公 園 の 桜 は 咲 い

た 。 け れ ど も ぼ く は 桜 の 花 は あ ん ま り 好 き で な い 。 (中 略 )誰 も 桜 が 立 派 だ な

ん て 云 わ な か っ た ら 僕 は き っ と 大 声 で そ の き れ い さ を 叫 ん だ か も 知 れ な い 。」

(「一千九百二十 五年 五月五日  晴 」 )そし て、「僕 は却って たん ぽぽの毛の方

を好きだ。夕陽にな んか照らされ たらい くら立派だか 知れな い。」というので

す。ここから 思い出 すのは、 1924 年に刊行された賢治 の童話 集『イーハト ヴ

童話  注文の 多い料 理店』の序で す。つ ぎは、その書 き出し 。  



 

 〈わたした ちは、氷 砂糖をほしい くらい もたないでも 、きれい にすきとおっ

た風をたべ、 桃いろ のうつくしい 朝の日 光をのむこと ができ ます。  

  またわた くしは、はたけや森の 中で、ひ どいぼろぼろ のきも のが、いちば

ん す ば ら し い び ろ う ど や 羅 紗 や 、 宝 石 い り の き も の に 、 か わ っ て い る の を

たびたび見ま した。  

  わたくし は、そ ういうきれい なたべ ものやきもの をすき です。〉  

 

農 学 生 が 好 き だ と い う 、 た ん ぽ ぽ の 毛 は 、 こ の 風 や 日 光 の よ う な も の か も し

れません。桜 のよう に立派ではな いけれ ど、身近で、 でも、 美しいもの。  

 

童話集が刊行 された ときの広告ち らしは、まず、「イーハト ヴは 一つの地名で

ある。」と あって 、「じ つにこれは著 者の心 象中に、この ような状 景をもって実

在したドリー ムラン ドとしての日 本岩手 県である。」とも 記さ れています 。当

時の「日本岩手県」は 、まずしい農村地 帯に ほかなりませ んでし たが、それに

重ねて「イ ーハトヴ 」という「ド リームラン ド」が描き 出されます 。これは、

序の「ひどい ぼろぼろ のきもの」が すばらし いきものに「 かわって いるのをし

ばしば見まし た。」 と いう想像力で もあり ます。  

 

前々回の「サ ガレン と八月」 (当メルマ ガ NO.140)には、後半 の タネリの物語

が書き留めら れる前 に、「こんな オホーツ ク海のなぎさ に座っ て乾いて飛ん で

来 る 砂 や は ま な す の い い 匂 を 送 っ て 来 る 風 の き れ ぎ れ の も の が た り を 聴 い て

いると」と あります 。これも、序 の「これ ら のわたくしの おはな しは、みんな

林や野はらや 鉄道線 路やらで、虹や月あ かりからもら ってき たのです。」とい

う こ と ば に つ な が っ て き ま す 。 賢 治 の テ ク ス ト に 時 お り 見 出 せ る こ れ ら を 、

天沢退二郎は 、「 語り のオリジン (起源 )」としたのです (「詩人《 宮澤賢治》の

成立」 1968 年 )。 (馬車別当 ) 

 

（本文の引用 は、角 川文庫版『注 文の多 い料理店』に よりま した。）  

 

***************************************************************** 

《４》子ども の本の 珠玉のことば  ３６  

***************************************************************** 

 

とうとう  

ある  月の  きれい な  よる、  

からだじゅう を  

ものすごく  ゆすり ますと、  

ほら、ちびっ この木 は、  

じめんから  

ぬけだしたで はあり ませんか。  

ちびっこの木 は、  

百本も  ねっ こが  あって、  

はらっぱの  上だっ て  

はしれます。  

 

（『 あ る き だ し た 小 さ な 木 』 テ ル マ ＝ ボ ル ク マ ン /作  シ ル ビ ー ＝ セ リ グ /絵  

花輪莞爾 /訳  偕成 社  1969 年 11 月初版、1999 年 11 月 75 刷から 引用  p.16-

17）  

 

子 ど も の 時 に 大 好 き だ っ た 本 で す 。 私 は 子 ど も の こ ろ か ら ず っ と 背 が 低 か っ

たので、まず は「ちび っこの木」が 活躍する お話というこ とに惹 かれました。

ち び っ こ の 木 は 、 森 の 中 に や っ て き た 人 間 の 男 の 子 を 見 て 、「 あ の 人 た ち と  



いっしょに  くらそ う。」と思いたち ます 。仲良しの すずめに気 持ちを打ち明

けると「木はある け ない」と言われま す。ところが、「 でも  ほ んとうに／木

は  あ る け な い か し ら 。 ／ ／ そ れ は  い ま ま で 、 ／ た め し に  あ る こ う と し

た  木が、／ 一本も  なかったか らです 。」（ p.15）とありま す 。  

 

そして、引用の部 分に あるように、ちび っこ の木は、歩き始め るの です。ここ

には、「できない 」な んてことはそ う簡単 には決められ ないと いうことが書 か

れ て い て 、 幼 い 私 は 目 を 開 か れ た よ う に 思 い ま し た 。 ち び っ こ の 木 が 歩 き 始

める絵もユー モラス で、この絵を見ると、木も歩くこと ができ ると思えます 。  

 

それから、ち びっこの 木は、さまざ まな経験 をし、お金持 ちの家の 庭に閉じ込

められますが 、父の禁 じる青年と恋 に落ち たお金持ちの 娘を助 け、また、娘 た

ち に も 助 け ら れ て 庭 を 逃 げ 出 し ま す 。 そ う や っ て 広 い さ ば く に や っ て き て 、

鳥 や 人 間 の 休 息 の 場 に な り 、 大 き な 木 へ と 成 長 し ま す 。 ち び っ こ の 木 の 幸 せ

は、自由であ ることと 、誰かのため に生きる ことだと描か れ、大き な満足感を

得ました。久しぶり に 読み返しまし たが、挿 絵の美しさを 改めて 感じました。

（Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《５》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

大 阪 市 立 科 学 館 の プ ラ ネ タ リ ウ ム に 行 っ て き ま し た 。 現 在 は 「 天 の 川 ク ル ー

ズ」「星 降る夜に ～流 星群の正体に 迫る～ 」「ファミリ ータイム 」「学芸員スペ

シャル」など のプログ ラムが実施さ れてい ます。私が行 ったのは「学芸員スペ

シ ャ ル 」 と い う 担 当 学 芸 員 お ま か せ の プ ロ グ ラ ム で 、 こ の 日 は 学 芸 員 の 石 坂

千春さんによ る解説 でした。  

 

前半は大阪の 今晩の 空の解説です。夕 方か ら明け方まで の東西 南北に見える 、

月や太陽系の 惑星、し し座、おおぐ ま座、お とめ座などの 星座な どについて、

形 や 地 球 と の 距 離 な ど の 説 明 が あ り ま し た 。 北 斗 七 星 と 北 極 星 を 探 せ ば 北 が

わかるという 解説で は、小学校で 習った 記憶がよみが えりま した。  

 

後半は、今年４ 月、初 めて撮影に成 功した「 ブラックホー ル」につ いてで、「 ブ

ラックホール を見た 日～人類 100 年の挑戦」という映 像を見 ました。国際 的

な研究チーム が、地球 から 5500 万光年離れ たおとめ座の Ｍ 87 という天の川銀

河 の 中 心 に あ る ブ ラ ッ ク ホ ー ル の 撮 影 に 成 功 す る ま で の 軌 跡 が 紹 介 さ れ て い

ま し た 。 ブ ラ ッ ク ホ ー ル を 撮 影 す る と い う の は 、 地 球 か ら 月 面 に 置 い た テ ニ

ス ボ ー ル を 撮 影 す る ぐ ら い の 精 度 を 求 め ら れ る と い う こ と で 、 電 波 望 遠 鏡 を

使 っ て 複 数 の 位 置 か ら 撮 影 し 、 一 つ の 画 像 に し た こ と を 知 り ま し た 。 そ の 過

程を知ること で、人 間の探究心っ てすご いなあと思い ました 。  

 

プ ラ ネ タ リ ウ ム は 、 宇 宙 や 化 学 や 電 気 に つ い て の 展 示 が あ る 科 学 館 に 併 設 さ

れ て お り 、 家 族 で 科 学 の お も し ろ さ を 満 喫 で き る 場 所 だ と 思 い ま し た 。（ Ｋ ） 

 

大阪市立科学 館  https://www.sci-museum.jp/ 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「生誕 100 年元永定正展－伊賀 上野か ら神戸、そし てニュ ーヨークへ－ 」  

会  期：開催中～７ 月 ３日（日）  

場  所：兵庫県立美 術 館   入場料 ：有料   月曜定休  

 



上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号の【１】お 知らせ で紹介しまし た『報告 集「しかけ絵本 に驚く 、楽しむ  イ

ギリスの歴史 からは じめて」』と『大 阪国 際児童文学振 興財団 研究紀要』第 35

号 を 各 １ 名 に プ レ ゼ ン ト し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 メ ー ル で 件 名 「 メ ル マ ガ  

NO.142 プレゼント希 望」とし、 (1)ご希望 の出版物名  (2)お名前  (3)郵便番

号・住所  (4)電話番号  (5)メールアドレ ス、よろしけ れば  (6)このメルマガ

のご感想をお 書きの うえ   

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は７月 11 日（月 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

日によってあ るいは 朝夕と昼間と で気温 の変化が激し いこの 頃です。長袖 を

仕舞い切るに は不安 がよぎり、半 袖と共 存しています 。この 前の休日など 、

朝、昼、夜と 一日に ３回も着替え ました 。このように 、天候 不順の毎日で す

が、みなさま ご自愛 ください。（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


